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(1)
である｡(1)を積分すれば,




である｡ 系には活動鎖と末端鎖のみ存在することから､ n - i,(i)は単位体積あたりの末端
鎖の数である｡ 末端鎖はGauss鎖であるから､末端間ベクトルrを持つ単位体積あたりの
末端鎖の数は(n-U(i))fo(r)で与えられる｡ ただし､


































となる [1】｡た だ し,
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- p.ea r (23)
となる｡ 以下では､(23)を ｢ポテンシャル障壁モデルによる解離率｣と呼ぶことにする｡
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図5:定常ず り粘性率のず り率依存性 (実験).枠の中の数字は分子量を表わしている[5ト
TIsth o 1








500 1000 1500 2000 2500 3000
Ⅳ
図 7:Newton粘性率の Ⅳ依存性 (理論).〟 -1000での値で規格化した. ◇は理論値
(p-1),+は実験値を表わす.
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図 8:動的弾性率の〃依存性 (理論).数字はⅣを表し,実線はⅣ-1000,点線はⅣ-2500
である･(p-1)
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